
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Number ％ Number ％
Total　population
One　Race
White
Black　or　African　American
American　Indian　and　Alaska　Native
Asian
Native　Hawaiian　and　Other　Pacific　Islander
Sorne　Other　Race
Two　of　More　Races
281．42L906
274，595，678
211，460．626
34．658．190
　2．475956
10242，998
　398．835
15，359．073
　6，826，228
100
97．6
75．1
12．3
09
3．7
0．1
5．5
24
308．745．538
299，736．465
223、553．265
38，929．319
　2，932248
14，674252
　540．013
19．107．368
　9，009．073
100
97．1
72．4
12．6
0．9
48
02
6．2
29
出典：U．S．　Census　Burear．（2011）．　Overvlew　of　Race　and　Hispanic　Origln．（2010）を一部改編
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方々の人口を人種によって％で表しているもので
す，これで、ホワイト、ブラック、ヒスパニックっ
ていうふうになっておりまして、ヒスパニックが
あるのですが、実は、このヒスパニックの方々は、
U．S℃ensusの、質問の5のところで、ヒスパニッ
ク・バックグラウンドなっておりまして、ヒスパ
ニック系の方々は、人種で言うと、カリブ系の、
いわゆるブラックというふうに枠組みに入る方々
と、スペイン系の白人の方に入る方々がいらっしゃ
るので、このヒスパニック・バックグラウンドは、
エニイ・レイシズっていうですね、そういう言い
方をして質問の5、6にまたがって回答するように
なっております。集計の段階では、ブラック、ホ
ワイト、そしてヒスパニックっていうふうにまと
められてしまうので、センサスは最近、すごく読
み取りづらくなっているのかと思います。
　先ほど、数が少ないというそんな話しをしたの
ですが、この貧困の％を見ますと、％が非常に多く
なってくるというそういうデータです。全体から
しても、26．6％なので、アメリカ全人口に対する貧
困ラインを下る方々が13．3％からすると、これは、
13，3ポイントくらいの差が出て非常に大きな差が
あるということがわかるかと思います，ですから、
その次のところブラックの方は25．3％なので、アメ
リカの全体からすると最も貧困ラインを下る人種
というふうに見ていただくことができるかと思い
ます。年齢別に別けているのは、0歳～17歳、そ
れから、5歳以下、5歳～l！歳、子どもの段階のと
ころも見ていただきますと、アフリカ系のブラッ
クの方々が上を行くのですが、いわゆる12歳以上、
12歳～17歳、そして18歳～64歳、75歳以上のとこ
ろを見ますと、このインディアンとそれから、ア
ラスカネイティブの方々の貧困率というのが非常
に高いということがお分かりいただけるかと思い
ます。つまり、数が少ないだけではなくて、経済
的にも厳しい状況に置かれている、そういった人々
であるという話です。こういう統計的に見ても排
除しやされやすい方々なのですが、実は、このナ
バホの方々っていうのは、30万ほど登録されてい
る方々がいらっしゃると言われておりまして、そ
ういった状況の中でも、文化の維持、継続を成功
しているうちの一つとされております。
　そこから、Haskieの研究を紹介をしようと思っ
て、今日、用意してきました。ミランダ・ハスキー
という、教育学者の博士論文です。『文化を保持を
するために：ナバホ族の指針、調和とつながりの
実践』という博士論文で教育学博士なった方です．
彼女の研究は、なんとですね、おじいちゃんの研
究をしに大学院に来たという非常に特徴のある研
究者です，Albert　Chic　Sandovalという方なのです
が、おそらく、博±課程の学びをされている方で、
自分のおじいちゃんの研究をしに大学院に来るな
資料2　『教育統計センターによる報告書』から
Under　l8　years
Race／ethnicity Total　vears
Total　Under
O－17　　　　5　　　　5－ll
　　　　years　　　years
12－17　　18－64　　65－74
VearS　　yea「S　　yea「S
75
years
and
older
Total
White
Black
Hispanic
Asian／Pacific　Islander
American　Indian／Alaska
Native
13．3
10．5
25．3
21，5
10．9
26．6
21．9
125
33．7
27．1
122
33．3
21．O
l58
39．9
302
11．3
39．3
18．3
13．3
35．8
28、l
ll．5
34．3
16．3
11．7
31．5
25．8
13．0
32．3
120
99
21．O
l7．9
10．4
23．6
8．7
7．0
19．1
18．4
11．1
17．5
11．2
9．8
239
21．6
138
24．0
貧困については家族サイズと18歳未満の子どもの数によって年々貧困ラインが設定される一その貧困ラインを下ったも
のを対象としている
出典：U．S．　Department　of　Commerce，　Census　Bureau，　American　FactFinder，　American　Community　Survey．（2006）を一部
　　改編
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んていうのはおそらくありえないと思うのですね．
ところが、アメリカの大学院の方は、そういう方
もいらっしゃいまして、彼女はこのおじいちゃん
の研究をしに大学院にやってきたわけです，実は、
このおじいちゃんという方が、ナバホの中でも、
重要な人物で、100％のナバホで、1892年に生まれ
て、68年に亡くなられる方でナバホのリーダーで
す．通訳でもあり、言語学者であったということ
だったのですけれども、このナバホの文化を残し
ていく中で、非常に大きな役割を果たしました。
　彼女の研究の目的は、ナバホの言語と文化を保
持することに至った調査と出版物を使って、おじ
いちゃんの研究をするということなのですが、ネ
イティブアメリカンに対する迫害の歴史を振り返
ると、ダンス・ウィズ・ウルブズのように全滅の
危機があったのだけれども、ナバホの存続ができ
ているところは、どうしてそんなことができたの
か、おじいちゃんを研究に使うことによって分析
しようとしました。
　彼女が使った方法論がグラウンデッド・セオリー
で、データ収集は理論的サンプリングの方法を使
いました．アーカイブのデータとインタビューで
すね。そして、8人の対象者の方を使って研究され
たのですが、このサンプルはN＝1なのか、N＝8
なのかっていうこの辺のあたりが方法論的には面
白いところです。ミランダは継続的比較分析方法
を用いて質的研究をされました，
　彼女の博±論文の核概念が、ナバホの方々が常
に達成しようとする指針であるHozhoというもの
と、つながりを意味するK’eというものですね．こ
の言葉に代表されるおじいさんの生き方みたいた
もの、これが、ナバホ族が保持、維持そして継続
できる1つの大きなポイントとなったというまとめ
をされておりました、ちょっと、時間がないので
とばしていきますが、このハスキー研究をどう評
価するか、この辺のところ方が面白いところなの
かと思います一いわゆる、量的研究のインターナ
ル・バリディテTに対する質的研究のクレタビリ
ティ，量的研究のエクスターナル・バリディティ
に対する質的研究のトランスファラビリティとい
ろいろありますが、グランデッド・セオリーでは、
評価基準は3つしかありません。それは、フfット、
グラブ、ムーブというふうに言われておりまして、
現場の状況にいかにフィットしているか、現場を
捕まえているという妥当性が担保されているか、
そして、応用可能かということをですね。この3つ
の評価基準で論文が評価されることになっており
ます一2年くらい前に、トヨタのコンサルをさせて
いただいた時に、トヨタの方がそれを聞いて、何
でフィット、ムーブがあってトヨタの車は名前が
ないのかって言われました。現地現物を大事にす
るトヨタとしては、そこは、納得いかないという
冗談で言われましたtつまり、その3つが評価基準
であるということです。
　本日、残念ながらもうお帰りになってしまった
のですが。先ほど、松宮研究のところで、浦河の
一事例研究から全国に汎用できるような方法論が
どうすれば良いのかという、そんな話しをされお
りましたが、ハスキー研究から理解できるように、
やろうと思えば可能だという立場がありますc実
は、このハスキー研究に関しても、アメリカのネ
イティブ・アメリカン、特にナバホだけではなくて、
オーストラリアでかなり高い評価を得ているよう
で、いわゆる、アボリジニーの方々の文化継承を
どうしていくのかっていうのは、このハスキー研
究の方法論っていうのが役に立っているというこ
とです。．つまり、一事例研究が太平洋を渡ってオー
ストラリアで応用できるというトランスファラビ
リティですね。その辺のところに彼女の研究の成
果があるだろうという話です。
　残り、3分でまとめさせていただくと、グラウン
デッド・セオリーそのものが、オール・イズ・デー
タと言いまして、全てがデータという立場をとり
ますTこれは、ソーシャルワーク研究で言うとこ
ろのクライエント中心のクライエントの話に寄り
添うという、そういったところで非常に親和性が
あるということです，また、個別化された支援を
ソーシャルワーク研究は大事にしながら研究をし
ていきますが一事例の研究も可能ということで、
浦河一事例研究も充分にグラウンデッド・セオリー
でやれば理論構築できるのだという、そんな可能
性もあるのかと思います。
　もうひとつ、グラウンデッド・セオリーに対し
て言われているところは、言いっぱなしで終わっ
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てしまうってことがけっこうあるのではないかと
いうような、グラウンデッド・セオリーそのもの
に対する批判があります。また、ソーシャルワー
ク研究もソーシャルワーク・リサーチである以上、
アクション・リサーチであるという、意義と使命
を持っているのではないかと思います．
　この二つについて、グラウンデッド・セオリー
に関しましては、私の博論の指導教援ですが、グ
レーザー派のオーディス・シモンズという方がグ
ラウンデッド・セオリーからアクション・リサー
チの示唆を用いたグラウンデッド・アクションと
いう、枠組みを作っております。グラウンデッド・
セオリーをやることによって、先ほどの浦河研究
ではないですけれども、方法化できたりとか、ア
クション・リサーチに転換することが容易にでき
るという、そのあたりを指摘させていただけると
よろしいかと思います，以上です。ありがとうご
ざいました。
コーディネーター（小林）：どうもありがとうござ
いました，それでは、ディスカッションに入りた
いと思います。時間が限られているのでかなり端
折ったディスカッションになるかと思います。シ
ンポジストの方々に質問等を出していただきまし
て、進めさせて頂きます，まず、最初の岩瀬先生
のご報告に対してどなたかございませんでしょう
か。
　それでは私の方から質問させていただきます，
今回のご報告は、文学研究ということでよろしかっ
たでしょうか。
岩瀬：被植民地一
コーディネーター（小林）：被植民地側からの対抗
的視点ということになる・見方や視野が全く異な
るということについては、非西欧諸国からの反抗
ということになるのでしょうか一しかし、最後に
ご紹介いただいたアニーのお話しですけれども、
女性のこのような行動というのは、被植民地側の
文化的アイデンティティを「創る」ことになるのか。
つまり、差別された側からの反抗、あるいは反撃
になるのでしょうか。読者はこういう作品に対し
てどういう反応をすることになるのかということ
はいかがですか．
岩瀬：このアニーが登場する『ローズホールの白
い魔女」に関しますと、デリッサーというアフロ
系でユダヤ系の血を受け継ぐ、黒人系の男性作家
ですね。ですから、女性が書いたものではないで
すけれども。彼自身、被支配者側に属するのですが、
彼自身も非常に宗主国イギリスの価値観を取り込
んでいて、イギリス中産階級の白人男性の価値観
をそのまま取り込んだ作品をこういういった形で
書いているわけですねeなので、被植民者側が全
く正反対の女性に対する、そういった「家庭の天使」
ではない女性をわざと作品に作りだすことによっ
て、男性側からそれに批判を加えているという形
になります。
コーディネーター（小林）：そうすると、ジェンダー
との関連では、どういうことになりますか。
岩瀬：そうです。「文学」のみですと基本的に原作
を読んでいないと何も分からないと思いましたの
で、分かりやすくするということで、今回、絵画
と文学に関連して「排除される女性」という観点
から読み解いてみました．
コーディネーター（小林）：西洋画では、イギリス
から見た捉え方になるとのことでしたが、これを
逆からみると、どのような立場ということになる
のでしょうか．
岩瀬：ジェンダー。ジェンダーは、基本的に植民
地文学において、コロニアリズム、またはポスト
コロニアリズムを語る時は、基本的に人種と民族
とあと、ジェンダーですね．社会的男女差。それ
と階級というのが4つセットで語られるのが普通で
す一今回は、階級については、コメントしていな
いですけれども一ジェンダーに関して、今回、ジェ
ンダーと人種の問題ですね．階級を除く、人種、
民族、それとジェンダーの問題、私は、この3つの
ことに関して今回はコメントしてありますね・
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コーディネーター（小林）：こういう作品は基本的
に被植民地の国民には知られていない、評価され
ていないということでしょうか。
岩瀬：基本的にはこれは娯楽作ですので．そういっ
た文学的な、例えば、ノーベル文学賞をとるとか、
そういったものとは違いますけれどもn，
コーディネーター（小林）：解放にはつながらない
ですか。
岩瀬：そうですね。この作品は、逆にいわゆる、
宗主国イギリス側の価値観を取り込んだ被植民者
の男性の典型的な作品ということになります。
コーディネーター（小林）女性解放という観点か
ら例えた作品もあるのですか，
岩瀬：そうですね。それが最後にちょっとご説明
できなかったのですけれども、3人の女性作家、特
にアフリカ系の女性作家ですけれどもr私が研究
している女性作家たちです。彼女たちの場合って
いうのは、アフリカ系ですので、ややもすると、
自分たちの祖先たちのアフリカに、いわゆる文化
的本質主義にシフトしてしまうきらいがあるので
すけれども、彼女たちの場合は、そうではなく、
安易にシフトするのではなくて、アフリカからカ
リブに連れて行かれ、奴隷化されるという、そう
いった移動の歴史の中で、自分たちの文化そのも
のが次第に変容してきていますよねrその中で生
まれた新しい価値観、文化性みたいなものを自分
たちの、彼女たちの作品の中で評価しようという
のが、彼女のたちのポイントだと思いますね．
コーディネーター（小林）：後の志村先生のお話し
のところにもありましたけれども、「文化」そのも
のなのか，ある文学作品が普遍化され、それが「抵
抗」、あるいは「解放」の根拠になるということは
ないのか。抑圧されてきた人々が辿ってきた歴史
からなんらかの価値が産み出されることはないの
か．昔オーストラリアでアボリジニの人々の歴史
を聞いた時に、要するに、アボリジニの人たちの
歴史、アイデンティティをどこに求めるかという
問題が、いつも潜んでいるように思ったのですが．
岩瀬：そうですね．ひとつのものとして「文化」
を想定してしまいますと、必ず排除される人が出
てくるわけですから．やはり私としては、彼女た
ちの場合は、個々人がそれぞれに何ていうのでしょ
うか、何かを見出すそういった、多様性の中にで
すね。そういったものを評価するっていうのが、
彼女たちのポイントではないか、スタンスではな
いかと思います。
コーディネーター（小林）：その辺は難しいところ
だと思います。ありがとうございました。それで
は次の鈴木先生のご報告に対して何か質問ありま
すでしょうか。
　フランスのシチズンシップのお話をうかがって、
これはマーシャルの言っているものとはだいぶ違
うなという感じがしました。ひとつの違いは、ヒー
ターの「B」の「市民共和主義的市民権」という
概念です。イギリスの自由主義的な市民に対して、
Civilというのは、結局、都市住民を基本とすると
いう考え方になるのでしょうか。そうすると、ま
ず、いろいろな都市市民があり、次に国家があって、
最後にEUのような超国家があるということにな
ると、市民権というのは拡散してしまい、何が「市
民」なんですかという問題が出てくるような気が
します。最後のところに書かれている、「女性」と
「ムスリム」と「ロマ」というような「排除されて
いる人たち」を何かの形で包摂するとすれば、ど
のようになるのでしょうか。イギリス的なリベラ
ル・シチズンシップが良いのか、それともシビッ
ク・シチズンシップの方に可能性があるのか。以前、
EUが出てきた時に、これからは「国」ではなく、
むしろ「都市」の方が重要な意味を持つのではな
いかということを、何かで読んだ記憶があります。
例えば、社会保障の観点から、そのような人の生
活を保障するといった観点からみると、どのシチ
ズンシップが有効なのか、という観点からもう少
し説明頂けますか。
鈴木：はい、ありがとうございますcやはり、そ
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の人が所属している1番最小規模の単位が大事にな
るかと思われます。EU市民権に関しても、地方
参政権を認めるというのは、その住民が所属して
いる最小レベルの単位の議会の参画権を謳ってい
ることです，だから、国によっては、それが市町
村であったり、自治体であったり言い方が違いま
すが、それぞれの国の文脈に合わせて、市民にとっ
て1番身近なレベルへの政治参加を謳っています．
この動きに対応して、自治市民権ないし自治体市
民権、つまり、1番生活に身近な、自治体に所属し
ている市民としての活動があって、そこでは外国
人も政治に参加できるような動きが出てきていま
す。つまり、国家という枠組みではなくて、より
下位レベルの自治体、都市、あるいは例えば州だ
とか県だとか、そういうところにアクセスできる
ような権利主張が今、起こっています。
コーディネーター（小林）：マーシャルの「市民権」
の場合も、公民権と政治権とそれから社会権があ
り、社会権にはアイデンティティの問題も出てき
ます，そこから地方自治体の問題も出てくるので
すけれども、普遍的な権利による生活の権利につ
いての解釈はいろいろあるのですね。今おっしゃっ
たように、アイデンティティを生活をする場、自
治体を中心に考えるのは興味深いです。
ざいました，もっと、深めていきたいところです
が次にまいりまして、姜先生のご報告に対して何
かご質問ありますでしょうか，秋元先生、どうぞ。
秋元：非正規労働者の話しでもあるので、最近の
トピックとして質問致しますrアメリカのウォー
ル街で起きているデモでは、「我々は99％だ」とい
うことで、「排除」といっても、99％が排除される
ということがちょっとよく分からないという部分
もあるのですけれども。そういう「排除」という
議論をした時に、「我々が99％だ」という、日本で
も非正規労働者の人たち等がものすごく共感して
いるところもあるのだと思います．そういう議論
について、姜先生の立場からするとどのような印
象をお持ちでしょうか。
姜：非正規雇用が増えていっているということは、
社会政策的に問題となっています。
　韓国では2010年だと思いますが、非正規労働者
法ができました。この法は政策に非正規労働者の
権利や主張が受け入れられ成立したものでありま
す，最近、日本でも労働組合の活動が新たに活発
になっている動きもみえていますが、やっぱり、
労働組合は労働者にとって自分たちの権利が主張
できる活動であると思います・
鈴木：そうですね。フランスの場合は、特に、国
家と市民の間に何も入らないこと、つまり中間団
体を排除することが、20世紀以降、確立されてき
ました。一方、例えば、スペインなどを見ますと、
市民とスペイン国家の間にカタルーニャ地方やバ
スク地方といった、中間的な自治体が非常に力を
持っていて、且つ、住民のアイデンティティがそ
こにあるという例がみられます。EUの枠組みが
そうした地域の人たちに特に有効なのは、国家を
介さずに自治体のアイデンティティを強く持った
まま、EU市民にもなれるところにあります。こ
れは国民国家では考えられなかったアイデンティ
ティの表れが可能になったという例です．
コーディネーター（小林）：そうすると、政治的権
利の意味も全然、違ってきますね。ありがとうご
コーディネーター（小林）：他はいかがですか。森
田先生、どうぞ．
森田：日本の企業福祉という時には、個別の具体
的なサービスみたいなものよりも、もう少し大き
い規模で、例えば、子育ての分野でいくと、育児
休業制度がどのようにできて、まず法律がどのよ
うにできて、それを各企業はどのように適用して
いくのか、あるいは、どのように労働者が使って
いくのかといったように大きい枠組みがあります一
韓国やアメリカの場合などは、国が制度を決める
というよりは、企業が決めていく，企業福祉とい
うよりは、企業型福祉のような、企業にどうする
かということが、その福祉サービスのようなもの
の大きな枠組みが決まってくるという感じです，
だから、そこを競って良い従業員を集めていくと
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いう企業的な戦略として企業福祉を使っていく，
その辺、韓国の中で企業福祉というものをどうい
う文脈の中で、「暮らし」や「働く」ということの
関係性を姜先生はどのように考えていらっしゃる
のでしょうか。
姜：日本はその企業型という企業内での戦略とし
て昔からやっていますが韓国は、まだ、これだけ
活発に研究とか行われてはいますが、ほとんどが
大企業でしか行われていません。これを、これか
らどういうふうに戦略として取り組むべきかとい
うのが、これからの課題だと思います。最後にあっ
たようにポータビリティというのは、これから大
事になってくると思います。韓国は、定年が平均
53歳となっていますが、実際はもう40代じゃない
かなっていうのが話しがあります。退職が早い、
また、転職もかなり活発でいろんな会社に移った
りします。そうすると、1つの企業でたぶん、こう
いう企業型としてその企業福祉を戦略的に立てる
必要もあるかと思います．
コーディネーター（小林）：2ページの2の表ですが、
これを見てみますと、1987年には、まだ法定外福
利が大きいですが、2000年から逆転して法定福利
の方が増えています。それ以降ずっと、法定福利
費が中心ですね。企業に対しては「福利」という
か「保険」の仕組みを作りなさいとなっているよ
うです。たぶん国が意識して、企業に対して社会
保障の仕組みを入れていると思います。これとは
別に、おそらく国が運営する、例えば、国民基礎
生活保障制度でしたでしょうか、韓国の生活保護
の仕組みがありますね。また、介護保険の仕組み
も導入されている。今のお話しでは、韓国政府も
非正規の人たちに対する制度的な対応は、恐らく
かなりやっているだろうとは思いますz私の感想
なのですが、非正規になればなるほど、そういう
社会保障の仕組みがないとリスクが大きくなりま
すから、当然、そういう仕組みを作らなければな
らないということになります．企業間格差に対し
て国がどこまで最低保障をするかという問題があ
ると思います。
　それでは最後の志村先生のご報告ですが、1つだ
け確認させていただければと思います。グラウン
デッド・セオリーの評価の3条件について、もう一
度説明していただけますかt
志村：トヨタの車の名前がないところなのですが、
まず最初に、ハスキー研究の評価というところを
見ていただけると良いかと思います。1番目のとこ
ろから、現場の状況に適合しているということで
すが、この適合というのをフィットと称します。
コーディネーター（小林）：ちょっと待ってくださ
い，レジュメの場所はどこですか。
志村：ごめんなさい。13ページの15です。現場の
状況に適合していること．今回のこのハスキーの
研究であれば、消え去る可能性のある民族の状況
に適合しているかどうかというっていうのは一つ
の評価基準になったということです。2番目のとこ
ろ、妥当性が担保されているかどうか、創発され
たコンセプトは常にデータに戻ることができるか
どうかがもう一つの基準ですrこれがグラブとい
う、つかみ、関連性があるかということです。3つ
目のところが、文化継承の戦略がナバホ文化の継
承だけにとどまらず他の文化継承についても応用
可能であるかどうか、これがムーブです．フィット、
グラブ、ムーブというのが3つのグラウンデッド・
セオリーの評価基準として提示されております．
コーディネーター（小林）：これは一般的な基準で、
具体的にどういうふうな評価をするかというのは
評価者の主観性によるのでしょうか。
志村：そうですね．これは、実は、研究そのもの
の評価基準であると同時に、グラウンデッド・セ
オリーを構築する中での核概念を確固たるものと
して判断するかどうか、理論的飽和という言葉が
ありますけれども、その理論的飽和の確認基準で
もあります．何をもって理論的飽和とするかとい
うような時に、自分が立ち上げていった核概念が
フィットしているか、グラブできているか、ムー
ブできるかということを各研究者が判断して、論
文を書き上げ、そして、その後、査読にまわして
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いくというような段階になっていくだろうと思わ
れます．ですから、最初の段階で、このフィット、
グラブ、アンド、ムーブというのは、まずは、自
分自身が判断して、評価にまわすということにな
るのだろうと思います，
コーディネーター（小林）　これは大変面白い理論
ですね．
志村：よく言われている量的な研究で言うところ
のインターナル・バリディティが質的なそのクレ
タビリティであったりとか、量的なところでエク
スターナル・バリディティがトランスファラビリ
ティであるとか、リライアビィティををディペン
ダビリティとするとか、オブジェクティビティを
コンファーマビィリティとするという対比があ
りますが、その辺のところを3つに凝縮させると
フィット、グラブ、ムーブでいけるのかなという
のが、私たちの共通理解なのかなと考えておりま
す．
コーディネーター（小林）：ありがとうございまし
た。後藤先生どうぞ。
後藤：ご報告ありがとうございます。全体的にか
かわる議論かもしれないですけれども、「排除」と
いう言葉が各報告の中でどのように使われている
かという点について質問します。「排除」は「包摂」
の対概念で使われていて、確かに志村先生の報告
からすると人種的にもマイノリティだし、経済的
にも苦しい状況に置かれていると読めるのですけ
れども。一方で「文化」とかというのは、私はちょっ
とこのあたり明るくないので分からないですけれ
ども。たぶんこれは保持すべきものというか、残
していく価値のあるものだというふうに判断した
場合に、ナンシー・フレイザーも言っていますけ
れども、「包摂」をすることによってアイデンティ
ティや文化を捨てなきゃいけないという危険性が
社会福祉、あるいは政策なのか分からないですけ
れども、鈴木先生のおっしゃっていたロマの人た
ちも、例えば、そのメインストリームに取り込も
うとすれば、その人たちが持っていた文化なりア
イデンティティを捨てていくことも余儀なくされ
る，「包摂」とは、怖い概念だなと思っています一
例えば、今回の志村先生の、人種的にマイノリティ
にある人たちを包摂するということが、社会福祉
の文脈で考えて、どういったことを意味するのか
気になりました，
コーディネーター（小林）：これはたぶん本日の中
心的な課題だと思いますので、報告者の先生方に
一言ずつ発言をお願いします．論点は、包摂が果
たして良いことかということです。まずは、志村
先生から。
志村：はい。ありがとうございました。非常に面
白いところです。13ページの、11番、結果のとこ
ろを見てください。核概念として、ミランダが挙
げたのがPreserving　a　cultureですね、文化の保持
とか維持、継続なんですけれども。そのキーコン
セプトとしての、HozhoとK「eです。このHozhoと
Kleっていうのは、　dooっていうのはandなんです
けれども、Hozhoというのがナバホの人々が常に
達成しようとする指針であり美しく平和で調和の
とれた状態を意味する。K’eというのが、つなが
りとかですね、親族関係なんかはすべて含めてな
のすが、おそらく、ここで言うところのHozhoと
いうのは、文化の確立、それから維持ということ
と、そして、自分たちがアメリカの国民として包
摂されていくという、そういったところも含めた
調和を意味しているのかなと、お話し聞いて思っ
ておりました．ナバホ・ネイションズということ
で、くくること自体が自ら排除されることになっ
ている．そのようにとれるのかと思うのですがこ
のミランダが出したHozhoという概念とKleという
コンセプト、両方ともコンセプトなのですが、興
味深いのは、河合隼雄さんがやっぱりナバホに
行った時にそこで注目したのがHozhoとK’eなので
すね，ですから、文化人類学の立場、心理学の立
場からしても、このHozhoとK’eっていうのがナバ
ホの方々の中からたたき上げられてくるというの
は、ある種、包摂と排除の部分のバランスを含めて、
キーコンセプトとして研究を深めていったら面白
い研究になるかなというふうには思っておりまし
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た，
コーディネーター（小林）：ありがとうございまし
た，姜先生どうぞ。
姜：ありがとうございます。そこまで深く考えず「排
除」という用語を使っていました。「包摂」と「排
除」とすると、この場合、非正規労働者の最近の
傾向からすると、自分から進んで非正規雇用にな
る人もいたりします。もちろん、企業福祉の中でも、
包摂しようとしても、それはできないことであり
ますし。先ほどお話ししたように、労働者のスタ
イルが多様化していますので、非正規労働者が排
除されるような制度になっている部分もあるかも
しれません。これからの非正規労働者のあり方は、
またいろいろあるのではないかと思いました。
コーディネーター（小林）：ありがとうございまし
た。鈴木先生どうぞ。
コーディネーター（小林）：ありがとうございまし
た，じゃ、岩瀬先生r
岩瀬：ご質問ありがとうございました。先ほどの
発表の中では、詳しく触れませんでしたけれども、
カリブ海地域限定ですと、支配者側であった白人、
奴隷として連れて来られたアフリカ系の人たちに
対して、奴隷制が終わった後にですね、年季労働
者として、インド人ですとか、中国人の人たち、
ものすごく本当に多様な人種、民族からなる人々
が、互いに混在しあっているっていうのがカリブ
の歴史であり文化なんですね．ですから、これが
カリブ文化だというように固定化する、つまり、
包摂するのではなくて、絶えず「流動的」であるっ
ていうのが「カリブ文化」であると思いますので、
十把一絡げ的に「包摂」ということで、1つの「大
きなカリブ文化」というのは実際的には存在しえ
ないのではないかというように思います。
鈴木：はい。どうもありがとうございます。シティ
ズンシップの概念で言うと、シティズンとは包摂
された側のことで、ここに含まれない人は排除さ
れた側というふうに捉えるわけです。最後に見た
ムスリムやロマの例を見てみると、彼らの中には
フランスの市民権を持っている人もいるのにも関
わらず、彼らの文化的なあるいは民族的な要素に
よって排除されています。つまり、マジョリティ
の基準によって、こちらは包摂可能な人たち、あ
ちらは包摂可能じゃない人たちというふうに判断
されてしまっているわけです。最近、フランスでは、
移民を受け入れる際に、シティズンシップ・テス
トを導入しました。つまり、マジョリティの側に
とって、良い市民であるかそうでないか、あらか
じめ見定めた上で入ってきても良いというOKサ
インを出す，そうなってきた時に、例えば、EU
市民の場合は、EUから来た人なのでOKとする，
しかしEU以外から来た人はだめと、ヒからの判
断によって決められている，そうなってくると、
マイノリティの側の努力では包摂されえない、ど
うにもならない状況になっているという、印象を
最近、強く思います一
コーディネーター（小林）：ありがとうございまし
た。最後に一言だけ私の感想を申し上げますc私は、
先にお話ししたオーストラリアのアボリジニの人
たちのこととともに、ハワイ人の原住民の歴史を
聞いて本当にひどいと思いました。1番大きな問題
というのは、文化とかアイデンティティなのです。
今、志村先生がおっしゃった、それぞれの民族が、
その土地の自然の美しさや宇宙などについての考
え、宇宙論を持っているのです。それが文化の基
礎になっている．しかし、それが自分たちのアイ
デンティティ超えて、普遍的なものになるかとい
うとすごく難しい面がある，他方で、市民権とい
う概念は、そのような人々を包摂するのですが、
それ以上に何か個人の固有の権利を重視するとい
う面があるように思います。それで、マーシャル
の論文を見て良いなと思ったのは、個人の権利と
いうところから出発して、自由権から始まり、そ
れから政治権と社会権が出てくる．そういうロジッ
クを持っているので、市民権は、確かに個別の制
度ではあるけれども、どこかでその人権iという抽
象的な個人の権利を保障する面も持っていて、そ
の間のせめぎあいがあるように思います，つまり、
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シティズンシップには、制度自体から保障される
という面と．文化的アイデンティティを確保して自
分たちの生活を守るという2つ面があるのではない
か。その両面から見ていかないと、やはり文化だ
けでは難しいのではないかという感じがしましたc／
　　今日のシンポジウムでは、日頃のこまごました
仕事の世界を超えて、世界的な視野の広がりをもっ
た議論ができ，とても良かったと思います。報告
者の先生方、本日はどうもありがとうございまし
たt－－t（了）
引用（岩瀬）
引用①：To　begin　with，　across　the　colonial
spectrum，　the　nation－state　or　its　guiding
principles　are　often　imagined　literally　as　a
woman…．　As　national　emblems，　women　are
　usually　cast　as　mothers　or　wives，　and　are　called
　Llpon　to　literally　and　figuratively　reproduce　the
nation．（Loomba，215－6）
引用②：Queen　Victoria　gi［gave］wi［us］free
　Gi　wi　free，　gi　wi　free
　Queen　Victoria　gi　wi　free
　This　is　the　year
　Of　Jubilee
（Emancipation　Songs　collected　in　Woodside、　St
　Mary，　Jamaica．　Brodber．48）
引用③：They（These　examples）also　show
　that　Victoria　loomed　over　the　islands　like　a
　shadowy，　ghostly　figし1re　and　that　her　shrines　of
enlightenment　radiated　in　the　colonies　long　after
　her　death　in　1901　and　wel正after　nineteenth－
　century　British　colonialism　reached　its　zenith，
　（Renk　2）
引用④：Until　a　few　decades　ago，　female
　education　was　explicitly　shaped　by　the　ideology
　based　on　gender－role　stereotyping　which　had　its
　origins　in　Victorian　England－一一that　the　felnale　is
　adeperldent　being　whose　true　Iocus　is　the　home
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and　whoes　vocation　is　that　of
（Senior，47）
wife　and　mother．
引用（5’：．：Of　course　ali　women　are　inferior　to
　all　men　by　God　and　law　down　there．　But　if　a
woman　is　wealthy，　of　good　family　and　mulatto，
she　can　overcome　some　of　their　drawbacks，
　But　if　she　is　of　no　particular　family，　poor　arld
black．　she　is　in　a　bad　way　indeed　in　that　man　s
　world．　She　had　better　pray　to　the　Lord　to　turn
　her　into　a　donkey　and　be　done　with　the　things．
　（Hurston，58）
引用⑥：“Iforget　now　what　her（Annie’s）
　maiden　name　was，”resumed　Rider，“but　that
doesn’tmatter．　The　story　was　that　she　came
　　　　　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tT
　to　Jamalca　from　Haiti，
　“Haiti？”cried　Robert；“then　she　is　French？”
　“Probably　both　French　and　negro∴　suggested
Burbridge；there　is　a　lot　of　mixture　of　blood　in
Haiti；she　may　have　some．　That　might　account
　for　her　witcheries1”（De　Lisser，127）
説明
説明¢．：VoodooとObeahについて／
・Voodooとは、ハイチやアメリカ南部・ニューオー
　リンズ等で信仰されている民間宗教のひとつ。
西アフリカの民俗信仰がルーツとされ、奴隷貿
　易とともに強制連行されたアフリカ人奴隷たち
　によって伝えられたと考えられ、ところどころ
　にキリスト教との習合がみられる。その儀式に
　は、交霊、祈祷、舞踏や歌、薬草、生賛等が用
　いられる。
・Obeahとは、　Voodooと同様に西アフリカに起源
　をもち、黒人奴隷とともにジャマイカを中心と
　したカリブ海地域に伝わる民間宗教である。一
般的には、オビアマン／オビアウーマンと呼ばれ
　る呪術師に個人的な願い事、たとえば「病気の
治癒」、「復讐」、「恋愛成就一というような依頼
　をし、それに応じて呪術師は祈祷やまじないを
　交えながら死者の霊（ダピー）を1呼び出し、生
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賛や薬草等を用いて依頼に応える，「白魔術」と
「黒魔術」両者の要素をもつ。
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